
安全・安定輸送と

労働条件改善に

組織強化・拡大と
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苦
悩
し
な
が
ら

も
、
職
場
で
全
て
の

仲
間
に
信
頼
さ
れ

る
労
働
組
合
と
し

て
の
国
労
を
選
択

し
て
も
ら
え
る
た

め
に
、
職
場
や
仕
事

の
中
心
軸
と
な
り
、
共
に
働
く
仲
間
の
声
を
大

切
に
し
、
世
話
役
活
動
を
は
じ
め
職
場
改
善
を

求
め
る
分
会
・
班
・
職
場
活
動
の
継
続
し
た
取

り
組
み
が
確
実
に
「
拡
大
」
へ
結
び
つ
い
た
こ

と
は
明
白
で
す
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
で
は
親
睦
団
体
・
社
友

会
の
組
織
化
が
進
み
、
労
組
未
加
入
者
が
大
半
を

占
め
る
状
態
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨
年
の

過
半
数
代
表
者
選
挙
で
は
、
国
労
組
合
員
が
約

１
５
０
も
の
事
業
所
で
立
候
補
し
、
グ
ル
ー
プ
会

社
を
含
め
て
一
昨
年
を
上
回
る
国
労
組
合
員
が
代

表
に
選
出
さ
れ
、
代
表
に
至
ら
ず
と
も
組
合
員
数

以
上
の
支
持
を
得
る
中
で
安
全
衛
生
委
員
に
指
名

さ
れ
た
職
場
も
出
て
い
ま
す
。

　

組
織
拡
大
の
諸
条
件
は
職
場
に
あ
り
、
機
関
運

動
の
活
性
化
と
強
化
を
図
る
中
か
ら
拡
大
の
気

運
を
一
段
と
高
め
、
全
て
の
闘
い
を
組
織
強
化
・

拡
大
運
動
に
集
約
す
る
こ
と
が
切
に
求
め
ら
れ
て

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に
お
い
て
も
、
新
人
事
賃
金
制
度

導
入
を
は
じ
め
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
推
進
や
働
き
度
の

向
上
を
推
し
進
め
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
会
社
で
は
、
長
時
間

拘
束
・
不
規
則
勤
務
・
要
員
不
足
が
続
き
健
康
破
壊

と
し
て
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
は
、
公
共
交
通
を
担
う

輸
送
機
関
と
し
て
の
社
会
的
使
命
で
あ
る
だ
け
に
、

安
全
が
最
優
先
さ
れ
る
企
業
文
化
の
定
着
と
職
場
に

お
け
る
日
々
検
証
す
る
適
切
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強

め
る
な
ど
、
労
働
組
合
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
各
社
・
グ
ル
ー
プ
企
業
な
ど
で
働
く
全
て

の
労
働
者
が
「
安
全
・
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く

り
」
を
築
く
た
め
に
も
、「
安
全
・
仕
事
総
点
検
運

動
」
を
全
職
場
か
ら
強
化
し
、
業
務
委
託
体
制
の
検

証
、
事
故
再
発
防
止
の
た
め
の
適
正
な
人
員
配
置
や

技
術
継
承
、
人
材
育
成
と
教
育
・
訓
練
の
充
実
な
ど
、

抜
本
的
な
安
全
対
策
と
労
働
条
件
改
善
に
向
け
、
全

力
を
挙
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
安
倍
反
動
政
治
と
平
和
と
民
主
主
義
の

課
題
に
つ
い
て
で
す
。

　

安
倍
首
相
は
、
昨
年
の
第
２
０
０
回
臨
時
国
会
後

の
記
者
会
見
の
場
で
、「
１
月
の
通
常
国
会
の
憲
法

審
査
会
で
、
与
野
党
の
枠
を
超
え
た
議
論
を
通
じ
、

憲
法
改
正
原
案
の
策
定
を
加
速
さ
せ
た
い
」「
憲
法

改
正
は
、
私
自
身
の
手
で
成
し
遂
げ
た
い
」
と
明
言

し
、「
地
方
組
織
や
講
演
会
を
総
動
員
す
れ
ば
国
民

の
理
解
は
得
ら
れ
る
」
と
改
憲
世
論
喚
起
の
取
り
組

み
を
指
示
し
、
改
憲
実
現
へ
の
強
い
執
念
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

同
時
に
、
朝
鮮
人
慰
安
婦
問
題
や
徴
用
工
問
題
の

根
本
的
解
決
に
背
を
向
け
て
過
去
の
歴
史
に
目
を
つ

む
り
、敵
対
的
な
外
交
政
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

沖
縄
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
断
念
す
る
こ
と
な
く
、

一
貫
し
て
沖
縄
県
民
の
民
意
と
心
情
を
踏
み
に
じ
る

な
ど
「
戦
争
国
家
日
本
」
に
向
け
た
暴
挙
を
一
段
と

強
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
友
・
加
計
問
題
を
は
じ
め
公
文
書
改
ざ

ん
や
デ
ー
タ
ね
つ
造
、内
閣
主
催
の
私
物
化
し
た「
桜

を
見
る
会
」
を
巡
る
疑
惑
、
大
臣
の
政
治
と
カ
ネ
の

不
祥
事
な
ど
の
腐
敗
政
治
を
繰
り
返
し
、
原
発
推
進

い
ま
す
。
ま
た
、
国
労
と
し
て
急
務
な
課
題
で
あ
る

次
世
代
に
国
労
運
動
を
継
承
す
る
責
務
を
果
た
す
た

め
に
、
具
体
的
な
実
践
活
動
を
着
実
に
強
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
労
組
織
の
命
運
を
か
け
た
こ
の
一
年
、
総
体

的
な
力
量
を
強
め
、
全
機
関
が
一
丸
と
な
り
全
労

働
者
の
組
織
化
に
向
け
邁
進
す
る
た
め
に
、
共
に

奮
闘
し
合
う
こ
と
を
全
組
合
員
に
強
く
訴
え
ま
す
。

　

次
に
、
安
全

・
安
定
輸
送
の
確
立
と
職
場
労
働
条

件
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
三
二
年
が
経
過
し
た
今
も
、
重

大
事
故
と
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
多
発
、
大
規
模
な
輸

送
障
害
な
ど
が
続
発
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
グ

ル
ー
プ
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
「
変
革
２
０
２
７
」
の
策

定
を
は
じ
め
「
乗
務
員
勤
務
制
度
の
改
正
」
に
伴

う
「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
」

や
「
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
拡
大
」「
保
線
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
最
適
化
」
や
「
駅
業
務
委
託
・
遠
隔
操
作
」
等
々
、

相
次
ぐ
効
率
化
施
策
の
中
で
、
全
て
の
職
場
に
お

い
て
労
働
密
度
が
高
ま
り
、
慢
性
的
な
要
員
不
足

と
労
働
条
件
の
劣
悪
化
が
拡
大
し
、
安
全
で
安
心

し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
深
刻
な
事
態

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

政
策
の
強
行
、
過

労
死
・
長
時
間
労

働
を
助
長
さ
せ
る

「
働
き
方
改
革
」

と
い
う
名
の
労
働

法
制
改
悪
や
消
費

税
一
〇
％
へ
の
強

行
と
社
会
保
障
費
削
減
な
ど
、
さ
ら
な
る
反
動
政
治

に
国
民
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し
て
い
ま
す

　

緊
迫
す
る
諸
情
勢
の
中
で
、
憲
法
の
三
原
則
で

あ
る
「
国
民
主
権
・
平
和
主
義
・
基
本
的
人
権
の
尊

重
」
を
堅
持
す
る
た
め
に
、
職
場
・
地
域
の
全
て
の

力
を
総
結
集
さ
せ
総
力
を
挙
げ
連
帯
行
動
を
強
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
２
０
２
０
年
春
闘
は
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
賃
上
げ
要
求
の
実
現
を
柱
に
、
安
全
・
安
定

輸
送
の
確
立
と
職
場
労
働
条
件
改
善
、
組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
等
と
固
く
結
合
さ
せ
全
組
合
員
が

参
画
す
る
春
闘
と
し
て
確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
職
場
か
ら
の
春
闘
再
生
と
闘
う
春
闘
の
再
構
築

に
向
け
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

　

組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
挙
げ

て
い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

 　

組
合
員

・
家
族
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 　

年
頭
に
あ
た
り
、
地
方
本
部
を
代
表
し
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

は
じ
め
に
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
強
化

・

拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

 　

地
方
本
部
は
今
日
ま
で
、「
組
織
拡
大
・
全
国

統
一
行
動
」
を
「
本
部
闘
争
指
令
」
に
基
づ
き
各

級
機
関
で
の
意
志
統
一
を
重
ね
、
粘
り
強
く
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
到
達
点
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
と
の
一
括
和
解
以
降

１
４
１
名
の
新
た
な
仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
御
奮
闘
さ
れ
た
各
級
機
関
・
組
合
員

の
全
て
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

執
行
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
博
一

執
行
副
委
員
長
　
　
　
　
　
　
山
田
　
博
樹

書
記
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
正
彦

財
政
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
克
幸

教
宣
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
敏
幸

組
織
・
政
治
部
長
　
　
　
　
　
横
倉
　
一
夫

法
対
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
部
　
雄
一

調
査
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
恭
明

福
対
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
高
瀬
　
弘
人

会
計
監
査
員
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
　
茂

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
真
次

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
尾
　
一
登 

青
年
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
直
樹

書
記
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
清
一

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
口
　
栄
子

【
国
労
東
京
議
員
団
】

団
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
　
秀
雄

【
国
労
家
族
会
東
京
地
方
連
合
会
】

会
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
み
ど
り

【
鉄
道
退
職
者
会
東
京
地
方
連
合
会
】

会
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
細
岡
　
寛
司



東
京
工
作
協
議
会
主
催
レ
ク

東
京
全
労
協
定
期
大
会

    

労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
勝
ち
取
ろ
う

ハ
ム
ク
ラ
ブ

　
　
総
会
開
催

開催
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と
さ
な
い
こ
と
と
、
番
号
の
読
み
上
げ
を
間
違
わ

な
い
よ
う
注
意
を
払
う
姿
が
注
目
の
的
と
な
っ

た
。
参
加
者
全
員
に
景
品
が
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
、

記
念
撮
影
を
し
、
木
村
議
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で

交
流
会
は
終
了
し
た
。

に
無
い
風
景
に
関
心
を
持
っ
て
、
聞
き
入
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
増
田
事
務
長
の
司
会
で
開
会
。
木

村
議
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
国
鉄
か
ら
Ｊ

Ｒ
に
移
行
時
の
大
井
工
場
支
部
の
状
況
か
ら
今
日

ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
、
あ
い
さ
つ

の
最
後
に
「
工
作
は
今
後
も
、
貨
物
を
含
め
た
運

動
を
大
事
に
し
て
い
く
」と
話
さ
れ
た
。
続
い
て
、

準
備
支
部
の
伊
東
副
委
員
長
の
乾
杯
が
さ
れ
、
歓

談
と
な
っ
た
。
お
酒
が
入
り
、
和
や
か
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
、
自
己
紹
介
が
順
番
に
行
わ
れ
、
趣
味

の
紹
介
で
は
、
見
た
目
で
は
な
い
意
外
な
趣
味
を

持
た
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
場
面
？
も
あ
っ
た
。

交
流
会
の
終
盤
に
、
お
楽
し
み
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
、
交
流
会
は
最
高
潮
を
迎
え
た
。
大
井

工
場
支
部
が
用
意
し
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
機
械
か

ら
出
る
玉
が
小
さ
く
、
進
行
役
の
増
田
事
務
長
と

白
井
常
任
は
、
照
明
の
無
い
暗
い
会
場
で
玉
を
落

十
一
月
二
三
日
、
東
京
工
作
協
議
会
は
、
四
年

ぶ
り
に
レ
ク
を
開
催
し
た
。
当
日
は
冷
た
い
雨
が

降
る
悪
天
候
と
な
り
、
さ
ら
に
会
場
と
な
る
東
京

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
全
動
力
の
停
止
日
と
な
る

こ
と
が
当
日
に
な
っ
て
知
ら
さ
れ
、
準
備
で
集
ま

っ
た
役
員
か
ら
は
、
深
い
た
め
息
が
漏
れ
て
い
た
。

レ
ク
は
、
東
京
工
作
に
結
集
す
る
大
井
工
場

支
部
、
大
宮
工
場
支
部
、
川
崎
車
両
所
の
家
族
を

含
め
た
仲
間
と
の
交
流
を
中
心
に
、
こ
の
間
加
入

し
た
若
い
仲
間
と
の
顔
合
わ
せ
と
、
東
日
本
と
貨

物
で
働
く
仲
間
と
の
仕
事
や
職
場
の
状
況
な
ど
、

親
交
を
深
め
る
事
を
目
的
に
計
画
さ
れ
、
若
い
仲

間
五
人
を
含
む
一
五
人
が
参
加
を
し
た
。

当
日
は
、
東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
食
堂
で
、

食
堂
か
ら
見
え
る
東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
各

建
屋
の
紹
介
と
業
務
に
つ
い
て
木
村
議
長
か
ら
説

明
が
さ
れ
、
大
宮
か
ら
参
加
し
た
仲
間
は
、
大
宮

渡
邉
議
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
方
針
案
が
寺
嶋
事
務
局
長
か
ら
提
案
さ

れ
、
各
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
全
国
一
般
・
東

京
労
組
か
ら
は
「
全
労
Ｆ
Ａ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
分
会

の
闘
い
の
支
援
に
感
謝
す
る
。
メ
ト
ロ
セ
ル
ヴ

ィ
ス
分
会
の
早
出
残
業
の
問
題
で
は
、
裁
判
で

十
五
万
円
の
和
解
金
で
決
着
し
た
が
、
金
額
の

問
題
で
は
な
く
、
労
働
時
間
を
守
ら
せ
る
事
が
で

 　

東
京
全
労
協
は
一
二
月
七
日
に
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
飯
田
橋
）
に
お
い
て
第
三
〇
回
定
期
大
会
を
開

催
し
、
今
後
一
年
間
の
運
動
方
針
案
と
、「
東
京

地
域
労
働
運
動
を
発
展
さ
せ
、
労
働
者
の
生
活
と

権
利
を
勝
ち
取
ろ
う
！
」
と
い
う
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
決
定
し
た
。

　

大
会
議
長
に
は
国
労
東
京
か
ら
地
口
代
議
員
、

全
統
一
労
組
か
ら
坂
本
代
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
大
森
議
長
は
「
全
労
協
運
動

の
中
心
は
東
京
全
労
協
。
東
京
が
ど
う
動
く
か
で

全
体
の
動
き
が
決
ま
る
。
三
〇
年
の
歴
史
は
重
い
。

自
覚
し
て
運
動
を
進
め
て
い
こ
う
。
来
年
の
二
〇

春
闘
に
向
け
、
闘
い
を
構
築
し
て
い
こ
う
。
法
体

系
の
改
悪
に
対
し
、
断
固
と
し
た
闘
い
を
構
築
し

よ
う
。
財
界
が
本
当
に
導
入
し
た
か
っ
た
の
は
裁

量
労
働
制
。
賃
金
の
総
額
に
直
結
し
て
く
る
。
争

議
の
金
銭
解
決
は
、
闘
う
人
・
真
面
目
な
人
を
排

除
す
る
法
律
。
労
働
組
合
が
闘
う
人
を
支
援
し
て

い
か
な
い
と
、
労
働
組
合
の
発
展
は
な
い
」
な
ど

の
訴
え
を
行
っ
た
。
続
い
て
来
賓
の
全
国
全
労
協
・

大森議長

事務局 中田さん　田中会長

悪
天
候
で
、
電
気
も
使
え
ず
、
暖
房
も
無
い

最
悪
の
環
境
で
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
若

い
仲
間
の
盛
り
上
げ
を
は
じ
め
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
楽
し
い
時
間
と
な
っ
た
。

　
　

レ
ク
の
終
了
後
、
組
合
員
相
互
の
交
流
や
連

帯
感
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
レ
ク
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
一
日
で
あ
っ
た
と
、
役
員
一
同
で
確

認
を
し
た
。
最
後
に
、
交
流
会
の
景
品
の
買
い
出

し
や
飲
み
物
や
食
事
の
準
備
に
奮
闘
し
て
い
た
だ

い
た
大
井
工
場
支
部
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
変
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

き
た
勝
利
的
和
解
だ
っ
た
」、
全
統
一
労
働
組
合

か
ら
は
「
反
原
発
の
闘
い
。
外
国
人
に
廃
炉
作
業

を
押
し
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
は
海

外
で
の
仕
事
に
放
射
線
関
連
作
業
は
認
め
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
政
府
か
ら
の
外
国
人
特
定
技
能

労
働
者
関
連
の
通
知
で
『
ベ
ト
ナ
ム
人
は
除
く
』

と
記
載
さ
れ
る
。
今
後
廃
炉
作
業
・
除
染
作
業
は

ず
っ
と
続
く
。
反
原
発
の
闘
い
と
合
わ
せ
、
外
国

人
労
働
者
の
健
康
・
安
全
を
守
っ
て
い
き
た
い
」、

全
水
道
・
東
水
労
か
ら
は
「
長
期
的
な
方
針
と
し

て
、
Ａ
Ｉ
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
を
使
い
な
が
ら
、
営
業
も
技
術
系
も
全
面
委

託
を
目
指
す
と
提
案
。
台
風
な
ど
の
災
害
で
、
応

急
復
旧
し
て
き
た
の
は
、
我
々
の
技
術
と
経
験
が

あ
っ
て
。
人
口
が
減
っ
て
い
く
な
か
で
、
安
上
が

り
な
経
営
を
目
指
し
て
い
る
。
委
託
先
の
労
働

者
い
じ
め
も
」、
全
国
一
般
・
東
京
な
ん
ぶ
「
か

ら
は
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
裁
判
で
逆
転

敗
訴
。
逆
に
会
社
か
ら
名
誉
棄
損
で
五
五
万
円
を

請
求
さ
れ
る
。
裁
判
の
際
の
記
者
会
見
で
訴
状
の

中
身
を
話
し
た
事
が
名
誉
棄
損
に
あ
た
る
と
の
請

求
。
ま
た
、
会
社
と
の
や
り
取
り
を
録
音
し
た
こ

と
が
、
会
社
と
の
信
頼
関
係
を
壊
し
た
と
い
う
会

社
の
言
い
分
。
こ
う
し
た
事
を
封
じ
ら
れ
れ
ば
、

労
働
組
合
は
闘
い
が
で
き
な
く
な
る
」
な
ど
の
発

 　

Ｎ
Ｒ
Ｕ
ハ
ム
ク
ラ
ブ
は
一
二
月
九
日
に
鬼
怒
川
温

泉
に
お
い
て
第
三
一
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
二
二

名
の
会
員
が
集
ま
り
、
一
年
間
の
方
針
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、
楽
し
い
交
流
の
時
間
を
す
ご
し
た
。

　

最
初
に
田
中
会
長
か
ら
、「
一
〇
月
に
予
定

し
て
い
た
第

六
〇
回
移
動

運
用
を
台
風

一
九
号
接
近

で
数
人
の
判

断
で
中
止
に

さ
せ
て
も
ら

っ
た
が
、
こ

れ
ま
で
こ
う

し
た
中
止
が

な
か
っ
た
の

言
・
報
告
が
さ
れ
た
。
集
約
答
弁
で
寺
嶋
事
務
局

長
か
ら
は
「
外
国
人
を
安
い
労
働
力
で
は
な
く
、

共
に
働
い
て
い
く
仲
間
と
し
て
闘
い
を
進
め
て
い

こ
う
。
企
業
に
反
撃
し
て
い
こ
う
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
、
こ
こ
ま
で
Ｏ
Ｋ
こ
こ
か
ら
ダ
メ
と
い
う
線

引
き
は
で
き
な
い
。
さ
れ
る
人
が
イ
ヤ
だ
と
思
う

部
分
を
助
け
て
い
こ
う
。
個
人
の
人
権
や
尊
厳
を

助
け
る
取
り
組
み
を
」
な
ど
の
ま
と
め
が
さ
れ
た
。

　

方
針
案
が
採
択
さ
れ
、
新
役
員
に
大
森
議
長
（
留

任
・
全
国
一
般
東
京
労
組
）、寺
嶋
事
務
局
長
（
留
任
・

全
水
道
東
水
労
）
な
ど
が
選
出
さ
れ
、
国
労
東
京

か
ら
は
横
倉
執
行
委
員
が
副
議
長
に
、
田
中
執
行

委
員
が
常
任
幹
事
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に

横
倉
副
議
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
大
森
議

長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
大
会
は
終
了
し
た
。

で
、
ど
う
判
断
す
る
か
決
め
て
い
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
場
合
ど
う
す
る
か
相
談
さ
せ
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
続
い
て
東
日
本
本

部
・
常
盤
教
宣
部
長
か
ら
最
近
の
情
勢
報
告
と
あ

わ
せ
、
一
月
に
開
催
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
応

援
の
要
請
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
来
年
の
活

動
方
針
な
ど
が
出
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
総
会
の
最

後
に
、
長
年
ハ
ム
ク
ラ
ブ
事
務
局
を
続
け
て
き
た

中
田
さ
ん
に
全
体
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
総
会

は
終
了
し
、
懇
親
会
で
全
体
の
交
流
を
深
め
あ
っ

た
。

国労東京 法律相談(無料)
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　　 　東京地本会議室

開催日
　  １月２５日（水）　１４時～１６時
　  ２月１２日（水）　１４時～１６時
　  ３月１１日（水）　１４時～１６時

相談される方は出来るだけ事前に東京地本に連絡
　　　【TEL : 0 5 4 - 2 5 3 5 / 0 3（3 8 0 6）9 2 6 1】
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